日本作業科学研究投稿規定
                   （2007年3月11日付）

１．（資格）投稿者（筆頭者）は原則として本研究会会員とします．ただし，依頼原稿についてはこの限りではありません．筆者名は５名までとし，それ以外は謝辞に含めるようにしてください． 

２．（論文の種類と内容）投稿原稿は作業科学の研究推進、学問的発展に寄与するもので，未刊行のものに限ります．論文の種類は次の通りとします． 

 (1)総説 研究や調査論文の総括および解説などとする．
 (2)研究論文 明確な構想に基づいた研究調査結果をまとめたもの．事例報告も含まれる．
 (3)短報，資料など　 

 (4)書評，論文抄録など 

 (5)その他 編集委員が適当と認めたもの 

３．（論文の採択）投稿原稿の採択および編集は編集委員が行います． 場合により，加筆，修正をお願いすることがあります．また編集委員会の責任において，多少の字句の訂正をすることがあります．

４．（投稿原稿の提出先）原稿は，研究会機関誌事務局宛に投稿してください． 

 原稿はできるだけ文書ソフト(Microsoft Word、一太郎等)を使用して作成して下さい．紙に印刷した原稿を一部研究会機関誌事務局に郵送してください。同じく原稿のファイルを電子メールで送るか、USBメモリ（後日返却いたします）を郵送してください。採択の可否は編集委員会から連絡いたします． 

５．（編集委員会）投稿原稿の審査・採択など，編集・発行に必要なことがらを行うため，編集委員を置くこととします．編集委員会には，編集委員長を置き，編集委員は委員長の指名によって任命します． 

６．（掲載費用）採択された投稿原稿の図ならびに表のうち，改めて作成する必要のある場合，および，別冊については，当分の間，投稿者の実費負担とします． 

７．（その他）その他の必要な事項については，編集委員会で決定します． 

８．（投稿の手続きについて）

　(1)投稿の連絡：投稿を希望する方は最初に電子メールで研究会機関誌事務局まで連絡をください。投稿に関しての問い合わせも同連絡先にしてください。

(2)執筆形式の確認：後出の執筆要領にそっていることを確認してください。

(3)郵送：筆頭著者は原稿（希望する方はUSBメモリも同封。メールでファイルを送りたい方は紙面原稿のみ）を簡易書留で下記宛てに郵送してください。
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執筆要領 （2007年4月26日付）
 投稿原稿は以下の要領に従って記載して下さい． 

１．原稿は和文，欧文（英文を原則とする）のいずれかを使用し，横書きにして下さい． 

和文原稿は，A4サイズで一頁40字×30行の体裁で打ち出してください．枚数（本文）は論文の種類に従って以下の通りとします． 

 ①総説：14枚程度（図表を含む） 

 ②研究論文：7枚程度（図表を含む） 

 ③短報，資料，書評など：４枚程度（図表を含む） 

 漢字は必要ある場合以外は当用漢字を用い，かなは現代かなづかい，送りがなを用い，句読点を明確につけて下さい．改行の場合は１字あけて書き出して下さい． 

 欧文原稿はＡ４版の用紙にダブルスペースでタイプまたはワープロで打ち出し，上下左右に3cm程度の余白をとって下さい．枚数は和文原稿の枚数に準ずるものとします． 

 図表は印刷面積によって原稿枚数に換算させていただきます． 

２．論文の表題は内容をよく示すものにして下さい． 

３．300字程度の要旨と，内容を示す適切な４つ以内のキーワードをつけて下さい． 要旨は日本語論文では、英語の要旨を、英語論文では、日本語の要旨をつけてください。

４．表紙（第１枚目）上半分には，表題，著者名を書いて下さい．なお，表題，著者名，著者タイトル，所属に英文を付け加えて下さい．下半分には，原稿の枚数，図表の数，編集者への希望などを記載して下さい． 

５．著者名は，和文のときは「・」で連ねて下さい．ローマ字名の書き方は，名の頭文字を大文字，残りを小文字にして，姓はすべて大文字にして下さい． 

６．原則として，本文は緒言，方法，結果，考察（論議），要約（結論），謝辞，文献の順で記載して下さい． 

 ただし，論文の種類によっては必ずしもこの限りではありません． 

７．表の原則は本文と別紙（Ａ４版の用紙）を使って作成し，一括して原稿の末尾に添え，本文中の欄外余白に挿入箇所を赤字で指定して下さい．

また，表の番号と表題は表の上に「表１」，”

Table 1”のように書き，表の説明は表の下に入れて下さい． 

８．図の原稿は，本文とは別紙とし，そのまま使用できるように白紙または青色方眼紙を使って墨書し，一括して原稿の末尾に添えて下さい．また，図の番号と表題は図の下に，「図１」，”Fig.1”のように書いて下さい．図に関する説明は本文と同じ原稿用紙を用い，図ごとに改めて下さい．

特に必要があれば，図は印刷のときの縮尺を明記し，掲載する部分を「枠」で示すものとして下さい． 

９．和文原稿で外国語を原語で記載するときは，固有名詞やドイツ語の名詞などを除き，小文字で記載して下さい． 

10．本文中の人名は，姓のみを書き，敬称は省いて下さい．欧文綴りのときは，頭文字を大文字，その後を小文字にして下さい． 

11．本文中の文献引用の形式は，著者名の後に文献欄の番号と対応させた番号をつけて下さい．この番号は小文字で肩番号にし，）をつけて下さい．（例：5)）．順番は引用した順またはアルファベットの順によって番号をつけて下さい． 

引用文献の書き方 
　筆者名は，5名までを記載し，6名以上は“他”とすることを原則とし，表記の形式は以下の例にならってください．
①雑誌の場合 

文献番号）著者名：論文表題．雑誌名，巻：p～p，発行年（西暦）． 

例） 

1)吉川ひろみ：作業療法における「作業」の変遷．作業療法ジャーナル，39(12):1160～1166，2005． 

2)Clark F. Carlson M. Zemke R. Frank G. Patterson K. et al: Life domain and adaptive strategies of a group of low-income , well older adults. Amer J Occup Ther 50:313-321, 2004
 なお，雑誌名の省記法は慣用に従って下さい． 

②単行本の場合 

文献番号）著者名：書名，版．発行社名，p～p， 発行年（西暦）． 

例） 

3)浅海奈津美，守口恭子：老年期の作業療法．三輪書店．2003． 

4)Clark F, et al（著），佐藤　剛（監訳）：作業科学―作業的存在としての人間の研究．三輪書店．2000.

5)潮見泰蔵：「健康観」に関わる評価指標の臨床活用．内山靖・他（編），臨床評価指標入門－適用と解釈のポイント，共同医書出版社，294-296，2003．

③同一著者のものが２つ以上ある場合は，年次順に配列して下さい． 

④同一論文からの引用が並ぶときは，同誌

（ibid）と略して下さい． 

